























数値計算の結果、剛体円盤系において、  個の剛体円盤粒子のうち n 個が時刻 t で正方形内部に
残っている確率     は、軌道がカオス的な領域では指数関数の重ね合わせによって表され、一方で
非カオス的な領域ではシナイビリヤードなどの一粒子ビリヤード系とは異なるべき減衰が現れた。
特に     がべき減衰する領域においては、有限時間リアプノフ指数     は 
  で減衰するため、軌道
が非カオス的であることが示される[図(a)]。また、     の指数的減衰の終わる時刻 t”は、有限時間












                                            
1) カオス：系の運動が決定論的であるにもかかわらず、誤差が急速に発散するために予測が事実上困難となる性質。その誤差の指数的
発散から定義されるリアプノフ指数によって、系のカオス性が特徴付けられる。 
(a) 剛体円盤系における     および粒子
がエスケープする時の     。挿入図
は、剛体円盤系の模式図。 
 
(b) t’と t”との関係。 
(a) (b)  
